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通勤・通学、通院、買い物等の日常的な移動において、積極的に公共交通を利用いた

だけるよう、地域住民の公共交通への理解を深めてもらうための広報活動等を行う。 

 

 

 

 

 

(1)具体的な内容 

 

①バスマップ等の作成・周知 

 バスマップ等を作成のうえ、ホームページ等による情報発信を行うことにより、公共 

交通への理解促進を図り、公共交通が移動手段の選択肢の一つとして思い浮かぶよう意 

識醸成し、利用を促進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②運行ダイヤの周知 

市町広報誌やホームページ等で運行ダイヤを周知することで利便性を向上し、地域住

民や観光客によるバスの利用促進を図る。 

施策・事業⑤ 公共交通の利用に向けた意識醸成 

図 7-8 道南地域バスマップ（道南地域公共交通活性化協議会） 
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③児童・生徒向け乗車体験等の実施 

学校やイベント会場において、乗車体験の実施や、ICカードの利用など便利な乗車方

法について学習機会を設けるなど、公共交通に慣れ親しみ、利用に繋げる取組を実施す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7-9 町ホームページにおける運行ダイヤ提供（江差町） 

図 7-10 北海道江差高等学校における乗車体験（函館バス(株)） 
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図 7-11 函館市内ショッピングモールにおける函館バスフェスティバル（函館バス(株)） 

図 7-12 小・中学生向けキャンペーン「バス冒険キング」（函館バス(株)） 
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④運転免許証の自主返納者への優遇措置 

高齢者による交通事故が多発しており、運転に不安を感じて運転免許証を自主返納する方

に優遇措置を設けるなど、支援策を講じて自主返納を促進するとともに、自家用車から公共

交通へのシフトによる利用促進を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)取組主体と主な取組 

 

＜取組主体＞ 

国 ・利用促進に向けた必要な助言や、検討・協議結果を踏まえた取組支援。 

道 
・広域移動に資する公共交通乗換マップの作成や情報発信。 

・地域イベント会場や各種学校における乗り方教室などを検討･実施。 

市町 

・市町内のバスマップの作成や広報誌などによる周知。 

・地域イベント会場や各種学校における乗り方教室などを検討･実施。 

・高齢者運転免許証の自主返納支援策の検討･実施。 

交通事業者 

・時刻表を作成し、公共施設等に配布。 

・路線図や時刻表などをホームページで情報発信。 

・関係機関が行う乗り方教室等への協力。 

   

 

図 7-13 高齢者運転免許返納への支援（上ノ国町） 
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(3)スケジュール 

 

項 目 R6（2024） R7（2025） R8（2026） R9（2027） R10（2028） 

利用促進に向け

た意識醸成 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バスマップ等

の作成 

バスマップ等

の更新 

バスマップ等による情報発信 

バスマップ等

の更新 

バスマップ等

の更新 

バスマップ等

の更新 

乗車体験等 

の実施 

乗車体験等 

の実施 

乗車体験等 

の実施 

乗車体験等 

の実施 

乗車体験等 

の実施 

運転免許証の自主返納支援策の実施 


